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●12月の作業だより

朝 9:00～(遅刻・早退可)
第2土曜日は、9:00より
1時間ほど観察会を行います

1/16
（木）

1/22
（水）

第4水曜日（12月25日）　
　くさはら広場のススキ刈りと、林内

に置いてある丸太の回収をしました。

刈ったススキの半分はカヤネズミのた

めに置いておきます。　

　丸太の回収は、リアカーと一輪車3

台で3往復分もありました。

1月の活動日

1/11
（土）

林内整備

編集後記
　明けましておめでとうございます。昨年は色々と忙しく大変なことも多か

ったですが、終わってしまえばなかなか良い経験ができたなと思います。昨

年は多事多端な一年でしたが、今年は長楽萬年の一年になると個人的に嬉し

いなと思います。末筆になりますが、今年もよろしくお願いします。(望月)

1/30
（木）

12月の観察会
2019年は674人が保全活動！

　今月の観察会は「実」に焦点を当ててみました。冬に

なると、いきものは減り、木は葉っぱを落とし静かな森

になりますが、代わりに実が姿を

見せてくれます。

　今の時期に見られる実は10種類

以上！観察会では13種類の実を観

察しました。もちろん観察するだけで

なく、見つけるところから始めます。「あ！あった！」

とか「これ？」とか。色々な場所にあるのでたくさんみ

つかりました。特にフユイチゴは、今回の観察会では数

少ない食べられる実なので、実際にみんなで食べてみる

と「おいしい！」と言っていました。また、毒がある実

の紹介の際に、どんな症状が出るかを話したら「（毒の

ある実は）だいたい同じ症状だなぁ

（笑）」と盛り上がっていました。

　最後は、超まずいという噂の「ク

ロガネモチ」の実をみんなで食べま

した。感想はやっぱり「まずい！」

　

　野生の植物は知らずに食べると危険ですが、調べてか

ら食べたら意外と面白い感想が得られます。知っている

ことと知らないこと。その違いが伝わるような観察会に

なっていればと思います。

　河辺いきものの森の保全活動はボランティアの

方たちで行っています。2019 年の定例活動日は

34 回。湖東信用金庫さんのボランティアも合わせ

て年間 674 人の方が活動してくださいました。学

校やモリイコでも保全作業をしているので、それ

も合わせたら 800 人を超えます。

　これだけの人の手が入ることで、この森ではた

くさんの動植物の生活の場となり、森にやってく

る人たちを楽しませてくれるのだなと感じます。

ありがとうございます。

　引き続きボランティアメンバー募集中です！今

年もどうぞよろしくお願いします。

梵釈寺

木ままクラブ（12月19日）　
　年内最後の梵釈寺での活動でした。

　裏庭の古竹の伐採と沼地になってし

まっている元田んぼの草刈り、しいた

けのホダ木の伐採をしました。

木ままクラブ（12月5日）　
　先月の続きで倒木処理をした後、も

みじの林の倒木処理をしました。直径

44cmを越える根元部分の処理には苦労

しましたが達成感が凄まじかったです。

第2土曜日（12月14日）50人

①竹伐り班

　竹は生長が早いので、増えすぎな

いうちに伐採します。伐採した竹は、

工作に使用します。

②笹刈り・いきもの助け班

　ケヤキの林の笹を剪定鋏で刈りま

した。その後、くさはら広場のカマ

キリの卵を助けました。

③薪割り班

　もみじの林の倒木処理をしたとき

に出てきたたくさんの丸太を割りま

した。たくさんの薪ができました。

④食事班

　毎年恒例のお餅つきのために餅米

を用意しました。他にも白菜のクリ

ームになど野菜たっぷりでした。

林内整備

林内整備

↑フユイチゴ発見！！

↑ジャノヒゲの実の観察    


